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表1　NS形 E種管と3種管の質量比較

呼び径
75 100 150

ＮＳ形
Ｅ種

ＮＳ形
３種

ＮＳ形
Ｅ種

ＮＳ形
３種

ＮＳ形
Ｅ種

ＮＳ形
３種

管厚
（mm） 4.5 6.0 4.5 6.0 5.5 6.0 

質量
（kg） 44.4 59.0 56.5 75.7 118 133

２．２　異形管
　新しいメカニカルタイプの継手構造により、
①ショートボディ化による軽量化、②接合性
向上（挿入量の確認不要）を実現した（図 2）。

図2　NS形 E種管 異形管の特長

２．３　耐震性能
　GX 形管、NS 形管等の耐震形ダクタイル
鉄管と同じ耐震性能を有し、鎖構造管路を
構築できる（表 2）。

表2　ＮＳ形Ｅ種管直管の継手性能　

項目 性能
伸縮量  管長の± 1％
離脱防止力  3 Ｄ kN（Ｄ：呼び径 mm）
許容曲げ角度  4°
地震時に曲がり得る
最大屈曲角度  8°

３．概要
３．１　管の仕様
( 1 ) 呼び径：75~150
( 2 ) 水 圧：1 . 3 M P a 以 下
( 3 ) 直管の管厚および有効長：表 3 の通り

表3　直管の管厚および有効長

呼び径 管厚 ( mm ) 有効長 ( m )
75 4.5 4
100 4.5 4
150 5.5 5

( 4 ) 異形管
①種類

曲管（90°、45°、22 1/2°、11 1/4°、5 5/8°）、　
両受曲管（45°、22 1/2°）、継ぎ輪、帽、
二受Ｔ字管、両受片落管、受挿し短管、
浅層埋設形フランジ付Ｔ字管

②管厚：表 4 の通り

表4　異形管の管厚

呼び径 管厚（mm）
75 8.0 
100 8.0 
150 8.5 

３．２　継手の構造
( 1 ) 直管
　図3に継手構造、図 4にゴム輪形状を示す。
ロックリングおよびロックリングホルダは、あ
らかじめ工場でセットして出荷され、施工時
にはゴム輪を受口にセットした後、挿し口を
挿入するだけで接合が完了するプッシュオンタ
イプの継手である。
　接合時には、挿し口突部（ビード突起）が
ゴム輪を通過後、ロックリングを押し拡げて
通過し、挿し口突部通過後にはロックリング
が閉じて挿し口外面に抱き付く。また、離脱
防止状態では、挿し口突部にロックリングが
引っ掛かり引張力に耐える構造となっている。

図3　ＮＳ形Ｅ種管直管の構造

図4　ＮＳ形Ｅ種管直管用ゴム輪形状

( 2 ) 異形管
　異形管部では水圧による不平均力によって
管路が動かないように管路を一体化する必
要があるため、異形管継手は伸縮しない離
脱防止継手となる。
　図 5 に示すように、継手構造は接合作業
時の融通性を考慮してメカニカルタイプとし
た。また、ゴム輪は、ゴム部と樹脂部の 2
層構造としている（図6）。ロックリングはストッ
パにより拡径された状態で出荷される。
　ロックリングを受口の外側に取り付ける構
造にすることで、異形管の軽量化、施工性
の向上を実現した。

１．はじめに
　近年、大地震の発生頻度は高く、水道管
路全体の更新・耐震化の促進が急務となっ
ている。そのような中、多くの事業体様では
実績のある耐震形ダクタイル鉄管を御採用い
ただいているが、一部では財政難からやむな
く使用できない事業体もあり、①材質劣化が
ない材料、②局所に集中する地震時の地盤
歪みを複数の継手の伸縮・屈曲で吸収する
鎖構造管路、③複数回の大地震にも耐える
等の耐震形ダクタイル鉄管の特徴を引き継い
だ安価な耐震形ダクタイル鉄管を提供してほ
しいというご要望が増えてきた。
本稿では、そのご要望に応え、G Ｘ形ダクタ
イル鉄管に加えて、技術開発で経済性と軽
量化を実現した「ＮＳ形ダクタイル鉄管（E 種
管）（以下、NS 形 E 種管）」をJDPA 規格
化したので、その概要と施工方法および継手
性能試験結果を紹介する。

２．ＮＳ形Ｅ種管の特長
　NS 形 E 種管の主な特長を以下に示す。
２．１　直管
　①管厚の薄肉化、②ビード溶接による挿し
口突部形成、③内面塗装の変更により、高
い経済性と軽量化を実現した（図 1、表 1）。

図1　NS形 E種管 直管の特長
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図5　ＮＳ形Ｅ種管異形管の構造

図6　ＮＳ形Ｅ種管異形管用ゴム輪形状

３．３　切管時の接合方法
　図 7 に直管受口に切管を接合する場合の
継手構造、図 8 に異形管受口に切管を接合
する場合の継手構造を示す。
　切管時には N-Link や受挿し短管を用い
る。N-Link は押輪に爪が収納された構造で
あり、異形管受口に切管を接合する場合に

使用する。N-Link の爪部は 3ＤkN（Ｄ：呼
び径 mm）以上の離脱防止力に耐え、直管
や異形管と同じ離脱防止性能を有する。また、
N-Link はゴムリングを備え、地下水などの出
入りを防ぐ構造としており、爪に対する防食
対策を施している。

３．４　防食仕様
( 1 ) 塗装
　表 5 に直管、異形管、押輪、N-Link の塗
装の種類を示す。
( 2 ) 防食対策
　防食対策として、管には必ずポリエチレン
スリーブを施工する。

表5　塗装の種類
区分 塗装

直管 外面 合成樹脂塗装
内面 珪砂混合エポキシ樹脂粉体塗装

異形管 外面 合成樹脂塗装
内面 エポキシ樹脂粉体塗装

押輪
N-Link 外面 合成樹脂塗装

４．接合方法
４．１　直管の接合
　ＮＳ形管、ＧＸ形管と同じ手順で接合する
が、写真 2 のように 1 本のレバーホイストで
接合できる。

写真2　直管の接合状況

４. ２　異形管の接合
　以下の手順で接合する（図 9）。
①挿し口に押輪およびロックリング（ストッパ

付き）をセットする。
②ストッパを取り外し、ロックリングを挿し口

に抱き付かせる。
③ゴム輪、Ｔ頭ボルト・ナットをセットし、所

定の位置に滑材を塗布する。
④Ｔ頭ボルト・ナットをインパクトレンチで締

め付ける（トルク管理なし）。
⑤押輪の施工管理用突部と受口端面がメタ

ルタッチになっていることを確認する。

４. ３　切管時の接合
( 1 ) 直管受口と接合する場合（N-Linkと受

挿し短管を使用）
①切断した挿し口と受挿し短管（受口）を

N-Link を用いて、異形管の接合方法と同
様の方法で接続した後、N-Link の押しボ
ルトを締付けトルク100N・mで締め付け
て切管を固定する。

②直管と同様の方法で、レバーホイストを用
いて直管（受口）と受挿し短管（挿し口）
を接合する（写真 3）。

　受挿し短管を取り付けたものを一つの切管
として使用するので、管の切断長さは受挿し
短管の有効長を差し引いたものになる。

図7　直管受口に切管を接合する場合
（受挿し短管、N-Link を使用）

図8　異形管受口に切管を接合する場合
（N-Link を使用）

写真1　N-Link の外観

【接合部】 【爪部】

図9　異形管の接合手順
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写真3　直管受口と切管の接合状況

( 2 ) 異形管受口と接合する場合（N-Link を
使用）

　切断した挿し口と異形管受口を N-Linkを
用いて、異形管の接合方法と同様の方法で
接続し、押しボルトを締め付けトルク100N・m
で締め付けて切管を固定する。

写真4　異形管受口と切管の接合状況

５．施工性
５．１　直管の挿入力測定
　接合工具を用いて直管を接合し、その時
の最大挿入力を測定した結果を図10に示す。
NS 形管よりも低い挿入力（呼び径 75：1.7kN、
100：2.0kN、150：3.3kN）で接合できること
を確認した。

図10　直管接合時の挿入力測定結果

５．２　異形管の接合時間
　図 11 に異形管 1 継手当たりの接合時間測
定結果を示す。NS 形管に比べて短時間で接
合できることを確認した。

図11　異形管１継手当たりの接合時間測定結果

５．３ 切管時（N-Link および受挿し短管）
の取り付け時間

　図 12 に直管受口と切管を接合する場合、
図 13 に異形管受口と切管を接合する場合の
接合時間測定結果を示す。NS 形管に比べて
短時間で取り付けできることを確認した。
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（接合作業項目）
ＮＳ形Ｅ種 ＮＳ形
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③直管受口との接合 ③直管受口との接合

図12　接合時間測定結果
（直管受口と切管の接合）
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加工

②異形管への接合（Ｔ頭ボ
ルト、押しボルトの締め
付け含む）

②切管用挿し口リングの
取り付け（タッピンねじ
タイプ）

― ③異形管受口との接合

図13　接合時間測定結果
（異形管受口と切管の接合）

６．継手性能
６．１　水密性試験
　継手を真直状態、屈曲状態で水圧 2.0MPa
を負荷し、5 分間保持しても継手部からの漏
水はなく、良好な水密性能を有していること
を確認した。

表6　水密試験結果
呼び径 種類 継手の状態 試験結果

75
100
150

直管
真直 継手部からの

漏水なし

最大屈曲角度 ( 8°) 継手部からの
漏水なし

異形管 真直 継手部からの
漏水なし

図14　曲げ水密試験方法（直管の例）

６．２　離脱防止性能試験
　図 15 のように、直管、異形管の継手部、
N-Link の 取 付 部 に 3 Ｄ kN（ Ｄ：呼 び 径
mm）の引張力を負荷した。表 7 にその結
果を、図 16 に継手伸び量の測定結果を示す。
いずれの条件でも 3 Ｄ kN の引張力に耐え、
直管、異形管の継手部、N-Link の取付部に
異常は認められなかった。

図15　離脱防止試験方法（異形管の例）
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写真3　直管受口と切管の接合状況
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表7　離脱防止性能試験結果
呼び径 種類 引張力 試験結果

75
100
150

直管
3ＤkN

Ｄ: 呼び径mm

3ＤkNの引張力に耐え、
継手部に異常無し異形管

N-Link 3ＤkNの引張力に耐え、
取付部に異常無し

【直管】

【異形管】

【N-Link】

図16　継手伸び量の測定結果
（呼び径100の例）

６．３　曲げ強度試験
　表 8 に下記① ~ ③に示す条件で曲げ強度
試験を行った結果を示す。いずれの条件で
も NS 形管と同じ限界曲げモーメントを負荷
しても、継手部に異常は認められなかった。

【試験条件】
①直管受口にライナを装着し、異形管挿し口

基準値以内であった。

８．仕様比較
　表 9 にＮＳ形Ｅ種管、ＮＳ形管、ＧＸ形管
の仕様の比較を示す。

９．おわりに
　平成 28 年 10 月に呼び径 75 ～ 150 ＮＳ
形ダクタイル鉄管 ( Ｅ種管 ) が JDPA 規格化

（JDPA G 1042‐2）された。今後の水道管
路の耐震化に寄与できれば幸甚である。

を接合した場合
②異形管受口に、直管挿し口を接合した場合
③異形管受口に N-Linkを用いて、切管した

挿し口を接合した場合

表8　曲げ強度試験結果
呼び径 試験条件 曲げモーメント 試験結果

75
100
150

① 呼び径 75  ： 4.4kN・m 
呼び径 100 ： 7.4kN・m 
呼び径 150 ： 17kN・m

継 手 部 に
異常なし②

③

７．内面塗装（珪砂混合エポキシ樹脂粉体塗装）
７．１　形成方法
　珪砂混合エポキシ樹脂粉体塗装の塗膜外
観を写真 5 に示す。内面塗装時にエポキシ
樹脂粉体塗料と珪砂を所定の比率で吹き付
けて塗膜を形成する。

写真5　珪砂混合エポキシ樹脂粉体塗装の外観

７．２　水質衛生性
　JWWA Z 108 ｢水道用資機 材 - 浸出試
験方法｣ に基づき、珪砂混合エポキシ樹
脂粉体塗装〔エポキシ樹脂粉体塗料：珪砂
=1:1( 重量比 )〕の浸出試験を行った。その
結果、浸出試験後の測定値は、いずれも ｢水
道施設の技術的基準を定める省令｣ に示す

項目 ＮＳ形Ｅ種 ＮＳ形 ＧＸ形

①管厚

呼び径
75
100

4.5mm
7.5mm( 1 種 ) 7.5mm( 1 種 )
6.0mm( 3 種 ) 6.0mm( S 種 )

呼び径
150 5.5mm

7.5mm( 1 種 ) 7.5mm( 1 種 )
6.0mm( 3 種 ) 6.5mm( S 種 )

②直管1本の質量
　   （粉体塗装）

呼び径
75 44.4kg

69.6kg( 1 種 ) 66.2kg( 1 種 )
59.0kg( 3 種 ) 55.7kg( S 種 )

呼び径
100 56.5kg

89.6kg( 1 種 ) 85.8kg( 1 種 )
75.7kg( 3 種 ) 71.9kg( S 種 )

呼び径
150 118kg

159kg( 1 種 ) 153kg( 1 種 )
133kg( 3 種 ) 136kg( S 種 )

③内面塗装 珪砂混合エポキシ樹脂粉体塗装 エポキシ樹脂粉体塗装 エポキシ樹脂粉体塗装
④外面塗装 合成樹脂塗装 合成樹脂塗装 外面耐食塗装

表9　仕様一覧
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　日本ダクタイル鉄管協会では、今年６月に関西支部で事業体の皆様方に、ダクタイル鉄管製造工場
研修会として協会会員会社である㈱クボタと㈱栗本鐵工所の工場研修会を計３回実施しました。

　7 月 26 日～ 29 日までの 4 日間、ポートメッセなご
やにて「下水道展 '16 名古屋」が開催され、277 社・団体
が出展し、最新の下水道技術、製品のＰＲを行いました。
日本ダクタイル鉄管協会も「下水道の未来・暮らしの未来
を支える　～ for the future ～　」をブースコンセプト
に出展しました。ブースの角地には、40 インチモニター
を配置し、当協会から下水道事業への提案をメインにし
た映像を繰り返し放映しました。ブースの壁面には 4 枚
のＬＥＤパネルを設置、パネル前面の展示台にはＧＸ形呼
び径300のカットサンプル、エポキシ樹脂粉体塗装のカッ
トサンプルを展示し、実際に見て、触れてもらって、多く
のお客様にダクタイル鉄管の良さをＰＲすることができま
した。

　水道管路耐震化に向けて平成２２年に規格化した新耐震管ＧＸ形ダクタイル鉄管は、平成 28 年 6
月までに全国 1,247 の事業体でご採用いただき、延べ出荷延長 10,000km を超えております。今回
の研修会は、主にＧＸ形ダクタイル鉄管の製造と接合についてご理解を深めていただくことを目的に実
施しました。

１．研修会の目的

2．まとめ

研修内容
工場見学 溶解、鋳造、加工処理工程およびＧＸ形直

管の製造見学
施工実演 ＧＸ形、ＮＳ形およびＳ５０形の接合実技見学
座 学 ダクタイル鉄管の基礎知識および耐震性能・

長期耐久性能について

　定員 30 名の研修会でしたが、会場によっては、案内後すぐに定員に達しました。今回、ご参加い
ただけなかった事業体の皆様には大変申し訳ございませんでした。
　普段、見ることのできない製造工程の見学で大変興味を持ってご覧いただきました。今後も不定期
ながら同様の研修会を開催してまいります。

　当協会が年２回、発刊している「ダクタイル鉄管」のバックナンバーがホームページ上で閲覧が可能
になりました。

「下水道展 '16 名古屋」に出展！！

ダクタイル鉄管製造工場研修会

協会誌バックナンバー（１号～９８号まで）が見れます！！

　「下水道展 '16 名古屋」の当協会ブースにおいて、
新規に作成したパンフレットを配布しました。

下水道用パンフレットを作成！！

ホームページにも掲載中
こちらのQRコードからも
アクセス出来ます

　ＧＸ形ダクタイル鉄管の接合について、簡単に
まとめたリーフレットを作成しました。

簡単接合マニュアルを作成！！

ホームページにも掲載中
こちらのQRコードからも
アクセス出来ます

　協会がどんな活動を行っているか、皆さんにご
理解いただけるように、制作しました。

協会紹介リーフレットを新しく作成！！

資料改定のお知らせ (2016.05 ～ 08)

施工要領書
2016.8
Ｗ19　GX形ダクタイル鉄管用管端防食キャップ
• 適用口径、適用管種とチェックシートの見直

しと専用カッターを追記した。

技術資料
2016.5 
Ｔ57　GX形ダクタイル鉄管管路の設計
• 一体化長さの計算時の許容移動量を示した。
2016.8
Ｔ30　下水道用ダクタイル鉄管管路設計と施工
• 日本下水道協会規格（JSWAS G-1,JSWAS 

G-2）の改正、並びに関連規格の改訂に伴っ
て、管種等の見直しを中心に行った。

2016.8 
Ｔ46　下水道用ダクタイル鉄管管路のてびき
• 日本下水道協会規格（JSWAS G-1,JSWAS 

G-2）の改正、並びに関連規格の改訂に伴っ
て、管種等の見直しを中心に行った。
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になりました。

「下水道展 '16 名古屋」に出展！！

ダクタイル鉄管製造工場研修会

協会誌バックナンバー（１号～９８号まで）が見れます！！

　「下水道展 '16 名古屋」の当協会ブースにおいて、
新規に作成したパンフレットを配布しました。

下水道用パンフレットを作成！！

ホームページにも掲載中
こちらのQRコードからも
アクセス出来ます

　ＧＸ形ダクタイル鉄管の接合について、簡単に
まとめたリーフレットを作成しました。

簡単接合マニュアルを作成！！

ホームページにも掲載中
こちらのQRコードからも
アクセス出来ます

　協会がどんな活動を行っているか、皆さんにご
理解いただけるように、制作しました。

協会紹介リーフレットを新しく作成！！

資料改定のお知らせ (2016.05 ～ 08)

施工要領書
2016.8
Ｗ19　GX形ダクタイル鉄管用管端防食キャップ
• 適用口径、適用管種とチェックシートの見直

しと専用カッターを追記した。

技術資料
2016.5 
Ｔ57　GX形ダクタイル鉄管管路の設計
• 一体化長さの計算時の許容移動量を示した。
2016.8
Ｔ30　下水道用ダクタイル鉄管管路設計と施工
• 日本下水道協会規格（JSWAS G-1,JSWAS 

G-2）の改正、並びに関連規格の改訂に伴っ
て、管種等の見直しを中心に行った。

2016.8 
Ｔ46　下水道用ダクタイル鉄管管路のてびき
• 日本下水道協会規格（JSWAS G-1,JSWAS 

G-2）の改正、並びに関連規格の改訂に伴っ
て、管種等の見直しを中心に行った。
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支部 日程 会場 講師 テーマ

北海道 9月29 日 北海道 ＫＫＲホテル
東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

八戸圏域水道企業団
課長補佐　 内宮　靖隆氏

強靭な水道施設に向けた
管路耐震化の推進

東　北

8月9 日 宮城県 ハーネル仙台「蔵王」
東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

国立環境研究所
理事　石飛　博之氏 東日本大震災の教訓と災害環境研究

10 月20 日 岩手県
ホテル東日本盛岡
「鳳凰の間」

東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

国立環境研究所
理事　石飛　博之氏 東日本大震災の教訓と災害環境研究

関　東

9月9 日 新潟県
新潟日報メディアシップ
２Ｆ日報ホール

東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

公営企業アドバイザー　
佐藤　裕弥氏

水道事業基盤強化方策と
官民連携による改革事例について

9月27日 埼玉県
埼玉県県民健康センター
大ホール

金沢大学
教授　 宮島　昌克氏

熊本地震における
被害の特徴と今後の課題

八戸圏域水道企業団
課長補佐　 内宮　靖隆氏

強靭な水道施設に向けた
管路耐震化の推進

10 月12日 静岡県 静岡市民文化会館
山口大学
副学長　三浦　房紀氏 南海トラフ巨大地震に備える

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

10 月26 日 栃木県
栃木県総合文化センター
第 2会議室

金沢大学
教授　 宮島　昌克氏

熊本地震における
被害の特徴と今後の課題

秩父広域市町村圏組合水道局
主席主幹　町田　忠男氏

秩父地域における
水道広域化の取組みについて

11月18 日 長野県 ホテル国際２１ 
長野市県町 576

名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

直下型地震に備えた
危機管理のあり方

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

11月25日 群馬県
群馬県青少年会館
大会議室 
前橋市荒牧町 2-12

首都大学東京　准教授　
荒井　康裕氏 水道システムとエネルギー

厚生労働省水道課
課長補佐　近藤　才寛氏 水道事業の課題と今後の展望

12 月9 日 茨城県 茨城県開発公社ビル
水戸市笠原町 978-25

千葉大学
准教授　丸山　喜久氏

近年の地震時の際の
埋設管路網の被害分析

日本水道協会
工務部部長　木村　康則氏

事業環境の変化と危機管理（技術力の確保）
〜現場・業務の今昔を踏まえて〜

支部 日程 会場 講師 テーマ

関　東 1月20 日 千葉県
千葉市生涯学習センター
ホール 
千葉市中央区
弁天 3-7-7

京都大学大学院
教授　伊藤　禎彦氏

水道施設更新需要と再構築・高機能
化から見た技術ニーズ（仮題）

大阪広域水道企業団
技術長　松本　要一氏

大阪府内の水道広域化について
（府域一水道を目指して）（仮題）

中　部

11月22日 石川県
金沢勤労者プラザ
101研修室 
金沢市北安江 3-2-20

名古屋市上下水道局
前局長　小林　寛司氏

名古屋市上下水道事業中期経営計画
「みずプラン 32」

金沢大学
教授　 宮島　昌克氏

熊本地震における
被害の特徴と今後の課題

12 月1日 愛知県
名古屋国際センター
第一会議室 
名古屋市中村区
那古野 1 丁目 47-1

名古屋市上下水道局
前局長　小林　寛司氏

名古屋市上下水道事業中期経営計画
「みずプラン 32」

名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

南海トラフ巨大地震に備えた
水道システムのあり方

関　西

8月26 日 大阪府
建設交流会館
8階グリーンホール 

水資源機構経営企画部　
次長　熊谷　和哉氏 水道事業の現在位置と将来

東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

11月28 日 奈良県
エルトピア奈良
3階大会議室 
奈良市西木辻町 93-6

首都大学東京大学院
都市環境科学研究科
特任教授　小泉　明氏

水道システムに関する
最近の共同研究

厚生労働省水道課
課長補佐　近藤　才寛氏 水道事業の課題と今後の展望

12 月13 日 兵庫県
加古川市民会館大会議室 
加古川市加古川町
北在家 2000

岐阜大学工学部
教授　能島　暢呂氏

水道システムの
地震時信頼性を高めるために

厚生労働省水道課
課長補佐　長平　武信氏 水道事業の課題と今後の展望

中国四国
・

関西合同
10 月14 日 愛媛県

アイテムえひめ
（愛媛国際貿易センター） 

日本水道協会
工務部部長　木村　康則氏

事業環境の変化と危機管理（技術力の確保）
〜現場・業務の今昔を踏まえて〜

水資源機構経営企画部　
次長　熊谷　和哉氏 水道事業の現在位置と将来

中国四国 7月19 日 広島県 合人社ウェンデイ
ひと・まちプラザ 神戸大学大学院

准教授　鍬田　泰子氏
来たるべき巨大地震災害に
備えるために水道事業ができること

九　州

9月15日 福岡県 都久志会館

東京大学大学院
教授　滝沢　智氏

水道施設の更新に向けた課題と
新たな取り組み

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

9月29 日 佐賀県 メートプラザ佐賀

関東学院大学
教授　若松　加寿江氏 平成 28 年熊本地震の課題と教訓

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

11月24 日 沖縄県 沖縄県青年会館 
那覇市久米 2-15-23

関東学院大学　
教授　若松　加寿江氏 平成 28 年熊本地震の課題と教訓

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

　日本ダクタイル鉄管協会では普及促進を目的として、今年度は以下のような講演会を開催しています。
年内の開催もまだ予定していますので、是非ともご参加下さい。（詳細についてはHP 等でご案内します）

平成 28 年度講演会

終了致しました

終了致しました

終了致しました

終了致しました

終了致しました

終了致しました
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支部 日程 会場 講師 テーマ

北海道 9月29 日 北海道 ＫＫＲホテル
東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

八戸圏域水道企業団
課長補佐　 内宮　靖隆氏

強靭な水道施設に向けた
管路耐震化の推進

東　北

8月9 日 宮城県 ハーネル仙台「蔵王」
東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

国立環境研究所
理事　石飛　博之氏 東日本大震災の教訓と災害環境研究

10 月20 日 岩手県
ホテル東日本盛岡
「鳳凰の間」

東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

国立環境研究所
理事　石飛　博之氏 東日本大震災の教訓と災害環境研究

関　東

9月9 日 新潟県
新潟日報メディアシップ
２Ｆ日報ホール

東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

公営企業アドバイザー　
佐藤　裕弥氏

水道事業基盤強化方策と
官民連携による改革事例について

9月27日 埼玉県
埼玉県県民健康センター
大ホール

金沢大学
教授　 宮島　昌克氏

熊本地震における
被害の特徴と今後の課題

八戸圏域水道企業団
課長補佐　 内宮　靖隆氏

強靭な水道施設に向けた
管路耐震化の推進

10 月12日 静岡県 静岡市民文化会館
山口大学
副学長　三浦　房紀氏 南海トラフ巨大地震に備える

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

10 月26 日 栃木県
栃木県総合文化センター
第 2会議室

金沢大学
教授　 宮島　昌克氏

熊本地震における
被害の特徴と今後の課題

秩父広域市町村圏組合水道局
主席主幹　町田　忠男氏

秩父地域における
水道広域化の取組みについて

11月18 日 長野県 ホテル国際２１ 
長野市県町 576

名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

直下型地震に備えた
危機管理のあり方

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

11月25日 群馬県
群馬県青少年会館
大会議室 
前橋市荒牧町 2-12

首都大学東京　准教授　
荒井　康裕氏 水道システムとエネルギー

厚生労働省水道課
課長補佐　近藤　才寛氏 水道事業の課題と今後の展望

12 月9 日 茨城県 茨城県開発公社ビル
水戸市笠原町 978-25

千葉大学
准教授　丸山　喜久氏

近年の地震時の際の
埋設管路網の被害分析

日本水道協会
工務部部長　木村　康則氏

事業環境の変化と危機管理（技術力の確保）
〜現場・業務の今昔を踏まえて〜

支部 日程 会場 講師 テーマ

関　東 1月20 日 千葉県
千葉市生涯学習センター
ホール 
千葉市中央区
弁天 3-7-7

京都大学大学院
教授　伊藤　禎彦氏

水道施設更新需要と再構築・高機能
化から見た技術ニーズ（仮題）

大阪広域水道企業団
技術長　松本　要一氏

大阪府内の水道広域化について
（府域一水道を目指して）（仮題）

中　部

11月22日 石川県
金沢勤労者プラザ
101研修室 
金沢市北安江 3-2-20

名古屋市上下水道局
前局長　小林　寛司氏

名古屋市上下水道事業中期経営計画
「みずプラン 32」

金沢大学
教授　 宮島　昌克氏

熊本地震における
被害の特徴と今後の課題

12 月1日 愛知県
名古屋国際センター
第一会議室 
名古屋市中村区
那古野 1 丁目 47-1

名古屋市上下水道局
前局長　小林　寛司氏

名古屋市上下水道事業中期経営計画
「みずプラン 32」

名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

南海トラフ巨大地震に備えた
水道システムのあり方

関　西

8月26 日 大阪府
建設交流会館
8階グリーンホール 

水資源機構経営企画部　
次長　熊谷　和哉氏 水道事業の現在位置と将来

東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

11月28 日 奈良県
エルトピア奈良
3階大会議室 
奈良市西木辻町 93-6

首都大学東京大学院
都市環境科学研究科
特任教授　小泉　明氏

水道システムに関する
最近の共同研究

厚生労働省水道課
課長補佐　近藤　才寛氏 水道事業の課題と今後の展望

12 月13 日 兵庫県
加古川市民会館大会議室 
加古川市加古川町
北在家 2000

岐阜大学工学部
教授　能島　暢呂氏

水道システムの
地震時信頼性を高めるために

厚生労働省水道課
課長補佐　長平　武信氏 水道事業の課題と今後の展望

中国四国
・

関西合同
10 月14 日 愛媛県

アイテムえひめ
（愛媛国際貿易センター） 

日本水道協会
工務部部長　木村　康則氏

事業環境の変化と危機管理（技術力の確保）
〜現場・業務の今昔を踏まえて〜

水資源機構経営企画部　
次長　熊谷　和哉氏 水道事業の現在位置と将来

中国四国 7月19 日 広島県 合人社ウェンデイ
ひと・まちプラザ 神戸大学大学院

准教授　鍬田　泰子氏
来たるべき巨大地震災害に
備えるために水道事業ができること

九　州

9月15日 福岡県 都久志会館

東京大学大学院
教授　滝沢　智氏

水道施設の更新に向けた課題と
新たな取り組み

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

9月29 日 佐賀県 メートプラザ佐賀

関東学院大学
教授　若松　加寿江氏 平成 28 年熊本地震の課題と教訓

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

11月24 日 沖縄県 沖縄県青年会館 
那覇市久米 2-15-23

関東学院大学　
教授　若松　加寿江氏 平成 28 年熊本地震の課題と教訓

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

　日本ダクタイル鉄管協会では普及促進を目的として、今年度は以下のような講演会を開催しています。
年内の開催もまだ予定していますので、是非ともご参加下さい。（詳細についてはHP 等でご案内します）

平成 28 年度講演会
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規格ニュース
平成 28.11 第 99 号

　設計水圧 1.0 ＭＰ a 以下の農業用水、下水道 ( 汚水・汚泥を除く ) などに用いるＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管は、
平成 27 年 2 月12 日付けで呼び径 300 ～ 400 を JDPA Ｇ 1053 として制定した。また、平成 27 年 8 月 6
日付けで呼び径 450 ～ 600 を JDPA Ｇ 1053-2 として制定した。さらに、平成 28 年 8 月 3 日付けで呼び
径 700、800 を追加、JDPA Ｇ 1053 と JDPA Ｇ 1053-2 を統合して改正した。
　ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の概要を下表に示す。

ＪＤＰＡ Ｇ １０５３ （ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管）の改正

項目 呼び径 300 ～ 600 呼び径 700、800

継手の構造

直　管 直　管

異形管：JIS Ｇ 5527（ダクタイル鋳鉄異形管）及び JDPA Ｇ 1027（農業用水用ダクタイル鋳鉄管）の異形
管を使用する。
　JDPA Ｇ 1027 の異形管を下表に示す。

呼び径 異形管の種類
300 ～  600 Ｋ形両受曲管（90°、60°、45°、30°、22 1/2°、11 1/4°、5 5/8°）
600 ～ 1500 Ｋ形曲管（60°、30°）
300 ～ 2000 Ｔ形用継ぎ輪

注記　Ｋ形両受曲管及びＫ形曲管は、JDPA Ｇ 1027-2016 の改正によって追加した｡

管厚

直　管：

内面塗装 直　管：エポキシ樹脂粉体塗料に無機系材料を混合した塗装
外面塗装 合成樹脂塗料（褐色）

外観

直管

ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の管厚 単位㎜

管種 呼び径
300 350 400 450 500 600 700 800

ＡＬ1 種管  6.0  7.0  7.5  8.5  9.0 10.5 11.5 12.0
ＡＬ 2 種管  4.5  4.5  5.0  5.5  5.5  6.5  7.5  7.5

ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の概要

　ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管（Ｅ種管）〔以下、ＮＳ形管（Ｅ種管）という。〕は、ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管やＧＸ形ダ
クタイル鋳鉄管と同等の耐震性能と優れた施工性を有し、さらに、経済性と軽量化を実現した設計水圧 1.3 ＭＰ a
以下で使用する耐震管として、平成 27 年 12 月17 日付で呼び径 75、100 の直管の規格を制定した｡
　その後、直管と同様に経済性と軽量化を実現した異形管を追加して平成 28 年 6 月 3 日付で改正した。
　さらに、呼び径 150 を平成 28 年 10 月 6 日付けで制定した。
　ＮＳ形管（Ｅ種管）とＮＳ形管との比較を下表に示す。

ＪＤＰＡ Ｇ １０４２－２ 〔ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管 (Ｅ種管 )〕の改正

ＮＳ形管（Ｅ種管）とＮＳ形管との比較
項目 ＮＳ形管 ( Ｅ種管 ) ＮＳ形管

継手の構造

継手の性能

同じ性能を有しています。
直管（伸縮離脱防止継手）

・ 伸 縮 量 ：± 40mm（管長の±1％）
・ 離脱防止力：3Ｄ kＮ（Ｄ：呼び径 mm）
・ 許容屈曲角度：4°

異形管（離脱防止継手）
・  離脱防止力：3Ｄ kＮ
・  曲 げ 強 度：限界曲げモーメントが

呼び径 75 は 4.4、 呼び径 100 は 7.4、
呼び径 150 は 17kＮ･ ｍ

管厚及び
質量

内面塗装
直　管： エポキシ樹脂粉体塗料に無機系材料を混

合した塗装
異形管： エポキシ樹脂粉体塗装

直　管： エポキシ樹脂粉体塗装又はセメントモルタ 
ルライニング

異形管： エポキシ樹脂粉体塗装
切管方法 受挿し短管（Ｎ - Ｌｉｎｋで接合）、Ｎ - Ｌｉｎｋ 切管用挿し口リング

直　管 直　管

継ぎ輪（メカニカルジョイント） 継ぎ輪（メカニカルジョイント）

直　管：Ｅ種管（DE）の 1 種類

異形管：1 種類（DF）

直　管：1 種管（D1）と 3 種管（D3）の 2 種類

異形管：1 種類（DF）

異形管（メカニカルジョイント） 異形管（プッシュオンジョイント）

呼び径 Ｅ種管
管厚 (mm) 鉄部質量 (kg)

 75 4.5  44.4
100 4.5  56.5
150 5.5 118 

呼び径
1 種管 3 種管

管厚(mm) 鉄部質量 (kg) 管厚(mm) 鉄部質量 (kg)
 75 7.5  69.6 6.0  59.0
100 7.5  89.6 6.0  75.7
150 7.5 159 6.0 133

呼び径 管厚 (mm)
 75 8.0
100 8.0
150 8.5

呼び径 管厚 (mm)
 75 8.5
100 8.5
150 9.0
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規格ニュース
平成 28.11 第 99 号

　設計水圧 1.0 ＭＰ a 以下の農業用水、下水道 ( 汚水・汚泥を除く ) などに用いるＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管は、
平成 27 年 2 月12 日付けで呼び径 300 ～ 400 を JDPA Ｇ 1053 として制定した。また、平成 27 年 8 月 6
日付けで呼び径 450 ～ 600 を JDPA Ｇ 1053-2 として制定した。さらに、平成 28 年 8 月 3 日付けで呼び
径 700、800 を追加、JDPA Ｇ 1053 と JDPA Ｇ 1053-2 を統合して改正した。
　ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の概要を下表に示す。

ＪＤＰＡ Ｇ １０５３ （ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管）の改正

項目 呼び径 300 ～ 600 呼び径 700、800

継手の構造

直　管 直　管

異形管：JIS Ｇ 5527（ダクタイル鋳鉄異形管）及び JDPA Ｇ 1027（農業用水用ダクタイル鋳鉄管）の異形
管を使用する。
　JDPA Ｇ 1027 の異形管を下表に示す。

呼び径 異形管の種類
300 ～  600 Ｋ形両受曲管（90°、60°、45°、30°、22 1/2°、11 1/4°、5 5/8°）
600 ～ 1500 Ｋ形曲管（60°、30°）
300 ～ 2000 Ｔ形用継ぎ輪

注記　Ｋ形両受曲管及びＫ形曲管は、JDPA Ｇ 1027-2016 の改正によって追加した｡

管厚

直　管：

内面塗装 直　管：エポキシ樹脂粉体塗料に無機系材料を混合した塗装
外面塗装 合成樹脂塗料（褐色）

外観

直管

ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の管厚 単位㎜

管種 呼び径
300 350 400 450 500 600 700 800

ＡＬ1 種管  6.0  7.0  7.5  8.5  9.0 10.5 11.5 12.0
ＡＬ 2 種管  4.5  4.5  5.0  5.5  5.5  6.5  7.5  7.5

ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の概要

　ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管（Ｅ種管）〔以下、ＮＳ形管（Ｅ種管）という。〕は、ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管やＧＸ形ダ
クタイル鋳鉄管と同等の耐震性能と優れた施工性を有し、さらに、経済性と軽量化を実現した設計水圧 1.3 ＭＰ a
以下で使用する耐震管として、平成 27 年 12 月17 日付で呼び径 75、100 の直管の規格を制定した｡
　その後、直管と同様に経済性と軽量化を実現した異形管を追加して平成 28 年 6 月 3 日付で改正した。
　さらに、呼び径 150 を平成 28 年 10 月 6 日付けで制定した。
　ＮＳ形管（Ｅ種管）とＮＳ形管との比較を下表に示す。

ＪＤＰＡ Ｇ １０４２－２ 〔ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管 (Ｅ種管 )〕の改正

ＮＳ形管（Ｅ種管）とＮＳ形管との比較
項目 ＮＳ形管 ( Ｅ種管 ) ＮＳ形管

継手の構造

継手の性能

同じ性能を有しています。
直管（伸縮離脱防止継手）

・ 伸 縮 量 ：± 40mm（管長の±1％）
・ 離脱防止力：3Ｄ kＮ（Ｄ：呼び径 mm）
・ 許容屈曲角度：4°

異形管（離脱防止継手）
・  離脱防止力：3Ｄ kＮ
・  曲 げ 強 度：限界曲げモーメントが

呼び径 75 は 4.4、 呼び径 100 は 7.4、
呼び径 150 は 17kＮ･ ｍ

管厚及び
質量

内面塗装
直　管： エポキシ樹脂粉体塗料に無機系材料を混

合した塗装
異形管： エポキシ樹脂粉体塗装

直　管： エポキシ樹脂粉体塗装又はセメントモルタ 
ルライニング

異形管： エポキシ樹脂粉体塗装
切管方法 受挿し短管（Ｎ - Ｌｉｎｋで接合）、Ｎ - Ｌｉｎｋ 切管用挿し口リング

直　管 直　管

継ぎ輪（メカニカルジョイント） 継ぎ輪（メカニカルジョイント）

直　管：Ｅ種管（DE）の 1 種類

異形管：1 種類（DF）

直　管：1 種管（D1）と 3 種管（D3）の 2 種類

異形管：1 種類（DF）

異形管（メカニカルジョイント） 異形管（プッシュオンジョイント）

呼び径 Ｅ種管
管厚 (mm) 鉄部質量 (kg)

 75 4.5  44.4
100 4.5  56.5
150 5.5 118 

呼び径
1 種管 3 種管

管厚(mm) 鉄部質量 (kg) 管厚(mm) 鉄部質量 (kg)
 75 7.5  69.6 6.0  59.0
100 7.5  89.6 6.0  75.7
150 7.5 159 6.0 133

呼び径 管厚 (mm)
 75 8.0
100 8.0
150 8.5

呼び径 管厚 (mm)
 75 8.5
100 8.5
150 9.0















対談：「熊本地震における管路被害の状況について　～これからやるべきこと～」
速報：2016年熊本地震での地盤変状および水道管路被害状況調査結果
技術レポート：京都市、木津川市、北千葉広域水道企業団、阪神水道企業団、
　　　　　　　日本下水道事業団　関東・北陸総合事務所
誌上講座：ＮＳ形ダクタイル鉄管E種管のご紹介
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